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 ＊この通信は、市内小・中・義務教育学校の職員 及び社会教育施設利用者に配付しています。 
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 第２回 学校ボランティア養成講座の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 次の笠間の民話は、笠間・友部・岩間のどこの地区の民話はでしょうか？ 

① 天狗のすもう   ②カッパのはなし  ③大黒石のいわれ 

令和元年７月２５日発行 

笠間市教育委員会生涯学習課 

令和元年度学校ボランティア養

成講座「あなたが伝える笠間の民

話」が６月２６日（水）に友部公民

館で行われました。全６回を予定し

ており、第１回は茨城大学人文社会

科学部の杉本妙子教授を講師に招

き、方言と民話について講話をして

いただきました。人と人を結びつけ

る方言のよさや方言でなければ伝

わらない大切さを学びました。 

 
 

  「むかし、むかし、あるところ

に・・。」と語り継がれる民話は、

ものの由来やいわれを伝えたり、

生きる勇気を奮い立たせたりする

ものです。その中には、善悪の区

別、感謝の気持ち、も 

のを大切にする心、生 

命の大切さが込められ 

ています。 

笠間公民館 

7 月 25 日（木）9：30～11：30 

笠間公民館 ふれあいルーム 

【活動内容】 

民話を選ぶ 

・民話の選定や発表形態の検討  

民話の読み聞かせ練習 

・原稿づくり 

・表現方法の検討  

    友部公民館 

7 月 26 日（金）9：30～11：30 

友部公民館 大会議室 

【活動内容】 

民話の世界にようこそ！ 

「県内で活躍する語り手に民話

を聞こう」常陸みんわの会 

たのしく民話を語ろう 

講師 吉成 智枝子 様 

   岩間公民館 

7 月 18 日（木）9：30～12：00 

 岩間公民館 視聴覚室 

【活動内容】 

伝え話って？ 

「言い伝えた話伝説のこと」 

「似たような言葉があるがその

違いは？」 

講師 光野 志のぶ 様   

 

 

 

今年度は、「笠間の民話

を次世代につなげよう」

を目標にしています。 

正解は裏面に 

 

５月９日には、笠間市高校生会に 

民話の語りを行いました。今後、高 

校生など若い世代による民話の語り 

を計画しています。 



            クイズの正解  
 

 

 

昨年度の民話の語りの様子を紹介します。 

 第６回の講座では、笠間市内の小学校１年生に民話の読み聞かせを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    笠間市の学校と地域をつなぐ教育情報誌              

「つなぐ」のバックナンバーはこちら → 

または、「笠間市 つなぐ」で検索！ 

＊学校と地域の連携についてお考えの方は、下記までお気軽にご相談ください。 

【お問合せ先】                   〒309-1792 笠間市中央 3-2-1  

笠間公民館 TEL 0296-72-2100  FAX 0296-72-2103      笠間市教育委員会生涯学習課 

友部公民館 TEL 0296-77-7533  FAX 0296-78-3278       TEL 0296-77-1101（担当）三澤   

岩間公民館 TEL 0299-45-2080  FAX 0299-45-7612       FAX 0296-71-3220 

①  天狗のすもう（岩間地区）   ② かっぱのはなし（友部地区） 
③ 大黒石のいわれ（笠間地区） 

 

どこの地区の民話なのか、地図や写真などで詳しく紹介しました。また、

わかりやすく伝えるために、紙芝居やぺープサートなど工夫して読み聞か

せを行いました。今年度の民話の読み聞かせで、民話のクイズなどを取り

入れて、子どもたちにより興味を持たせていきたいです。 


